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今年度要求のポイント

スケジュール（経過及び今後展開）

平成24年度要求額

事業期間

20,541事 業 費

事 業 名 学校図書館教育推進事業

関連事業

28,120×12ヶ月=337,440

359,800×12ヶ月×1人=4,317,600

内容・積算等

主な要求内容 （単位：千円）

その他　特記事項

項目

・学校図書館の活性化を図るため、推進校を拡充する。
・読書ノートを活用し、読書習慣の定着を図る。
・学校図書館サポーターの養成と司書教諭及び図書館教育担当者の資質向上をめ
ざした取組を実施する。

23年度予算

812

学校図書館サポーター謝礼金

801

217,700×12ヶ月×4人=10,449,600

7,162 委託料、使用料

推進校消耗品費

789 7,560×12ヶ月=90,720

1,000×6回×12ヶ月×5人=360,000

【今後（25年度～）】

合計

その他 14,331 320

35,219

5,544

36,491

学校図書館職員等報酬 14,768

24年度要求額

15,003

(単位　千円)

35,219

平成22年度決算額 平成23年度予算額

2,400×70回×60校=10,080,00010,080

2,100 140,000部0

・小中学校に司書教諭及び図書館教育担当者を支援する人材を配置
し、読書センター機能と学習情報センター機能の構築に向けた調査研
究を行う。
・児童生徒の読書週間の定着を図るため、読書ノートを作成し、配付
する。
・学校図書館サポーターの養成と司書教諭及び図書館教育担当者の資
質向上をめざした取組を実施する。
・「学校図書館運営マニュアル」を活用し、全小中学校で学校図書館
の活性化を図る。

読書ノート関係

通勤費、出張旅費

－

学校図書館支援人材育成業務等

事業目的

・H19・20文科省委託事業受託 ・H21～23独自事
業実施 ・H23研究校1中学校区4校　推進校13中
学校区40校　学校図書館運営マニュアル作成

・地域協働型の学校図書館経営の実践
・読書ノートを活用し、読書習慣の定着を図る。
・学校図書館運営マニュアルを活用する。

マスタープラン
３つの挑戦

子育て
マスタープラン

施策番号

【経過（～23年度）】

整理番号 38 - 019

事業の継続実施

事業内容

児童生徒の読書活動を推進し、豊かな心を育成するための読書セン
ター機能と、児童生徒の自発的・主体的な学習活動を支援する学習情
報センター機能を構築し、学校図書館の活性化を図る。

区分
新規・拡充・重点

36,491

　H19　～　H　　

【24年度】

局・課名 教育委員会事務局学校教育部学校企画課3 3


